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特集●超高齢社会に備える
「超高齢社会」の実像を踏まえた健康福祉政策 (独)国立長寿医療研究センター所長 鈴木 隆雄

超高齢社会に向けた介護保険制度の展望 東京大学名誉教授・社会保障審議会委員 大森 彌

超高齢社会に向けた医療制度改革の展望 慶應義塾大学医学部医療政策・管理学教室教授 池上 直己

高齢者の社会的孤立とその予防戦略 (地独)東京都健康長寿医療センター研究所 藤原 佳典

超高齢社会に備えた介護予防プログラム─科学的知見に基づく課題と展望
慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教授 武林 亨

超高齢社会に備えた食生活・栄養摂取等の改善─長期コホート研究からの提案
国立大学法人滋賀医科大学生活習慣病予防センター特任教授 上島 弘嗣

終末期の医療・介護と尊厳死をめぐる課題と展望 国際医療福祉大学副学長 岩尾総一郎

成年後見制度の重要性と定着・普及への課題 東大大学院医学系研究科公共健康医学専攻老年社会科学 宮内 康二

超高齢社会とユニヴァーサルデザイン (財)労働科学研究所協力研究員 永田 久雄
●視点

獣医公衆衛生 岩手大学名誉教授 品川 邦汎
●トピックス

認知症高齢者の自動車運転を考える家族介護者のための支援マニュアル
(独)国立長寿医療研究センター長寿政策科学研究部部長 荒井由美子・他
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特集のメインテーマを「子どもを護る」とさせていただきま
した．子どもを社会として「保護」することが今日，あらた
めて問われてきていると考えたからであります．子どもを護る
ことについて全社協の『民生委員制度 40 年史』の中に，
貧困な子どもを保護する民生児童委員制度をつくるに至っ
た経緯が書かれています．
「大阪府知事，林市蔵が大正 7(1918)年秋の夕暮れ，
府下のある理髪店で散髪していた鏡に写る街の風景を見
ているとある一点に釘付けになった．40 歳くらいの母親と
女の子が夕刊を売る姿であった．散髪を終えた後，その
夕刊売りに近づき1部買ったあと，一言二言話しかけ，そ
の足で近くの交番に立ち寄り，夕刊売りの家庭の状況を調
べさせた．母親は，夫は病に倒れ，3 人の子どもを抱え，

夕刊売りでやっと生計を立て，子どもたちは学用品を買え
ず，学校にも通っていないことがわかった．林は自らの幼
いころの貧しい生活を思い起こし，しばらくは目を閉じた．
このような母子は他にもいるはずだと調査を命じ，それに基
づき地域別に委員を置き，生活状況の調査と救済などの
実務にあたらせる制度を創設した」(一部改変)．
今号の玉稿を拝見いたしますと，このような現実は決して
過去のこととなったわけではないことがわかります．子どもの
健康を考えていく上でも，子どもの貧困問題の解決を抜き
に実現できるものではありません．公衆衛生関係者に期待
されるものが多い課題であると思っています．

(高鳥毛敏雄)
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